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世
界
を
も
っ
と
知
る
た
め
に

乾
燥
地
・
半
乾
燥
地
で
の
「
水
」　

�

―�

中
央
ア
ジ
ア
を
知
る
た
め
の
五
冊　
　
　
　

地
田 

徹
朗

　

日
本
の
中
央
ア
ジ
ア
研
究
は
、
考
古
学
・
東
洋
史
学
に
長
い
伝
統
が
あ
り
、
研
究

蓄
積
も
圧
倒
的
に
豊
か
で
あ
る
。
他
方
で
、
ソ
連
時
代
か
ら
独
立
後
に
か
け
て
の
政

治
・
経
済
・
社
会
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
作
は
多
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本

の
中
央
ア
ジ
ア
地
域
研
究
の
研
究
者
層
や
蓄
積
が
薄
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
少
数
精
鋭
で
数
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
豊
か
な
研
究
成
果
を
国
内

だ
け
で
な
く
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
に
よ
る
英
語
や
ロ
シ
ア

語
の
著
作
を
含
め
れ
ば
そ
の
数
は
膨
大
な
わ
け
だ
が
、
本
稿
で
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
初
学
者
の
た
め
に
概
説
書
・

教
科
書
を
五
冊
あ
げ
る
と
い
う
の
も
面
白
み
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
乾
燥
地
・
半
乾

燥
地
に
位
置
す
る
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
と
っ
て
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
「
水
」
を

め
ぐ
る
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
五
冊
を

こ
こ
で
は
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
旧
ソ
連
の
一
部
で
あ
っ
た
五
个
国
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
）
の
領
域

を
「
中
央
ア
ジ
ア
」
と
定
義
し
て
お
く
。
そ
れ
は
有
意
な
地
域
概
念
だ
と
評
者
は
考

え
て
い
る
が
、
地
域
概
念
は
様
々
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
社
会
的
に
構
築
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
普
遍
的
に
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

① 

『
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
短
編
集
』（
原
卓
也
訳
）
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）、
一
九
九
二

年
。

　
「
中
央
ア
ジ
ア
を
知
る
五
冊
」
と
銘
打
っ
て
お
き
な
が
ら
、
い
き
な
り
文
学
作
品
、

そ
れ
も
ソ
連
時
代
の
ロ
シ
ア
人
作
家
に
よ
る
作
品
集
か
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
も

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
水
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
あ
る
い
は
、

中
央
ア
ジ
ア
の
乾
燥
地
や
沙
漠
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
上
で
、
本
書
は
ま
ず
読
ん
で
お
き

た
い
一
冊
な
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ド
レ
イ
・
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
は
、
一
八
九
九
年
に
ロ
シ
ア
南
西
部
の
ヴ
ォ
ロ
ネ

ジ
州
の
村
で
生
ま
れ
、
十
月
革
命
後
の
内
戦
時
に
赤
軍
に
加
わ
り
、
技
師
と
し
て
働

く
か
た
わ
ら
小
説
や
詩
を
書
き
続
け
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
ソ
連
の
文
壇
で
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
た
「
粘
土
砂
漠
」
と
「
ジ
ャ

ン
」
は
、
一
九
三
四
年
に
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
が
ソ
連
作
家
同
盟
の
代
表
団
の
一
員
と
し

て
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
沙
漠
に
生
き
る
民

に
と
っ
て
革
命
と
は
何
か
、
社
会
主
義
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

作
品
だ
。

　
「
粘
土
砂
漠
」
の
舞
台
は
「
外
ウ
ン
グ
ズ
・
カ
ラ
・
ク
ム
砂
漠
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
東
北
部
の
沙
漠
地
帯
の
こ
と
で
あ
る
。「
ジ
ャ
ン
」
の

（
１
）
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舞
台
は
、「
粘
土
砂
漠
」
よ
り
緯
度
的
に
は
北
で
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
川
河
口
付
近
の
湿
地

帯
と
沙
漠
と
の
境
目
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
の
人
々
は
そ
こ
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
中

北
部
に
あ
る
「
サ
ル
カ
ム
シ
ュ
陥
没
地
」
を
目
指
し
て
さ
ま
よ
い
歩
く
こ
と
に
な
る
。

当
時
、
サ
ル
カ
ム
シ
ュ
に
水
は
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
農
業
排
水
の
行
き
つ
く
先
と

な
っ
て
い
て
水
を
煌
々
と
湛
え
て
い
る
。「
粘
土
砂
漠
」
に
登
場
す
る
ア
タ
フ
・
バ

バ
は
十
月
革
命
後
の
中
央
ア
ジ
ア
で
の
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
武
装
闘
争
で
あ
る
バ
ス

マ
チ
の
一
派
を
率
い
て
お
り
、
沙
漠
を
攻
撃
の
拠
点
に
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
の
人
々

は
、
様
々
な
桎
梏
か
ら
逃
れ
て
流
れ
着
い
た
先
の
こ
の
世
の
果
て
の
よ
う
な
沙
漠
で

身
を
寄
せ
合
っ
て
い
る
。
沙
漠
と
い
う
も
の
は
、
歴
史
的
に
人
々
が
逃
れ
て
身
を
隠

す
場
所
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

沙
漠
と
い
う
と
一
般
的
に
黄
色
い
砂
丘
と
吹
き
す
さ
ぶ
砂
嵐
と
を
想
像
し
が
ち
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
礫
沙
漠
、
粘
土
沙
漠
な
ど
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
ら
二

作
品
で
は
、
そ
の
移
り
変
わ
る
沙
漠
の
風
景
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

沙
漠
に
住
む
、
沙
漠
を
移
動
す
る
上
で
最
も
重
要
な
の
は
水
の
在
り
処
で
あ
る
。
沙

漠
に
住
む
人
々
は
、
風
景
や
地
形
、
植
生
の
微
妙
な
変
化
を
読
み
取
り
、
水
が
ど
こ

に
潜
ん
で
い
る
の
か
を
探
り
当
て
る
。「
ジ
ャ
ン
」
で
は
、
わ
ず
か
な
水
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
探
し
求
め
な
が
ら
人
々
は
サ
ル
カ
ム
シ
ュ
を
目
指
す
。
弱
り
果
て
た
人
々
が

地
表
面
か
ら
わ
ず
か
に
染
み
出
し
た
水
を
砂
と
共
に
口
に
含
む
様
子
は
痛
々
し
く
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
沙
漠
に
生
き
る
人
々
が
緊
急
時
に
生
き
残
る
術
な
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
淡
水
が
わ
き
出
る
井
戸
は
沙
漠
を
移
動
す
る
上
で
重
要
な
中
継
地
と
な
る
。

「
粘
土
沙
漠
」
で
は
、
井
戸
が
隊
商
の
宿
営
地
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
滴
の
水
は
一
粒
の
金
」
と
い
う
ト
ル
ク
メ
ン
の
箴し

ん

言げ
ん

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
沙
漠

に
住
む
人
々
の
水
に
対
す
る
姿
勢
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
本
書
の
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
の

二
作
品
を
読
む
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
沙
漠
と
水
、
そ
こ
で
の
人
々
の
生
活
が
鮮
や
か

に
浮
か
ん
で
く
る
。

② 

塩
谷
哲
史
『
中
央
ア
ジ
ア
灌
漑
史
序
説
：
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国

の
興
亡
』
風
響
社
、
二
〇
一
四
年
。

　

東
洋
史
学
の
学
術
書
の
う
ち
、
水
と
密
接
に
か
か
わ
る
一
冊
を
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
た
い
。
①
の
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
の
二
作
品
の
舞
台
で
あ
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
川
下
流
域（
ホ

ラ
ズ
ム
地
方
）
と
そ
の
西
南
方
の
外
ウ
ン
グ
ズ
・
カ
ラ
・
ク
ム
沙
漠
（
の
北
部
）
を
版

図
と
し
て
い
た
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
歴
史
が
本
書
の
対
象
で
あ
る
。「
灌
漑
史
」
を
銘

打
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
が
想
起
さ
せ
る
環
境
史
的
な
内
容
は
限
定
的
で
あ
り
、

実
際
に
は
灌
漑
水
路
及
び
灌
漑
地
の
開
発
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
史
と
い
う
の
が
よ
り

図 今日の中央アジアと旧ヒヴァ・ハン国の版図
  出典：筆者とささやめぐみ作成
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正
し
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
ホ
ラ
ズ
ム
地
方
の
西
方
で
移
動
牧
畜
に
従
事
し
て
い

た
ト
ル
ク
メ
ン
と
の
関
係
や
、
一
九
世
紀
に
南
下
し
、
一
八
七
〇
年
に
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ

ン
国
を
保
護
国
と
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
灌
漑
計
画
、
そ
こ
へ
の
ロ
シ
ア
皇
帝
の

親
族
も
含
む
ロ
シ
ア
貴
族
や
企
業
家
の
関
与
な
ど
が
本
書
の
中
心
的
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
史
に
つ
い
て
の
学
術
書
は
管
見

の
限
り
本
邦
初
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
本
書
の
学
術
的
貢
献
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
ト
ル
ク
メ
ン
と

の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
筆
者
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て

の
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
ト
ル
ク
メ
ン
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
軍
事
遠
征
と
灌

漑
事
業
の
結
合
」
が
「
ハ
ン
国
西
部
の
新
灌
漑
地
に
お
け
る
ト
ル
ク
メ
ン
諸
部
族
の

定
住
化
を
促
進
さ
せ
る
主
要
因
と
な
っ
た
」（
八
一
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
、

そ
も
そ
も
国
境
概
念
は
希
薄
で
、
国
際
情
勢
や
ハ
ン
国
内
部
の
政
治
状
況
に
よ
っ
て
、

ト
ル
ク
メ
ン
と
の
関
係
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
た
。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政

府
は
、
軍
事
遠
征
の
結
果
臣
従
し
た
ト
ル
ク
メ
ン
を
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
西
部
の
沙
漠

と
の
境
界
地
域
に
入
植
さ
せ
、
灌
漑
農
業
に
従
事
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
ハ
ン
国
が
重

要
視
し
て
い
た
の
は
騎
馬
を
操
る
ト
ル
ク
メ
ン
の
軍
事
力
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ウ
ズ

ベ
ク
や
サ
ル
ト
な
ど
ハ
ン
国
内
部
で
灌
漑
に
元
か
ら
従
事
し
て
い
た
農
耕
民
と
は
別

の
、
軍
役
を
主
と
す
る
土
地
・
税
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
移
動
牧
畜
に
従

事
す
る
民
は
、
定
住
農
耕
民
お
よ
び
そ
の
国
家
に
と
っ
て
そ
も
そ
も
不
確
実
な
存
在

で
あ
る
。
ト
ル
ク
メ
ン
の
中
に
は
元
の
遊
牧
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
う
集
団
が
い
た
り
、

ハ
ン
国
に
対
し
て
略
奪
を
仕
掛
け
、
反
抗
し
た
り
と
い
う
集
団
も
い
た
。
そ
れ
へ
の

対
抗
策
と
し
て
、
反
抗
的
な
ト
ル
ク
メ
ン
が
居
住
す
る
地
域
に
流
れ
込
む
運
河
に
堰

を
築
く
こ
と
で
水
を
止
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
乾
燥
地
で
水
を
止
め
る

と
い
う
こ
と
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
問
題
に
直
結
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
書
で
興
味
深
い
点
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
帝
国
論
や
ユ
ー
ラ
シ

ア
経
済
史
の
視
座
か
ら
本
書
を
読
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
が
も

た
ら
し
た
「
近
代
化
」
に
対
す
る
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
や
ト
ル
ク
メ
ン
の
側
か
ら
の
対

抗
策
・
戦
略
や
そ
の
受
容
の
様
相
を
描
い
た
も
の
と
し
て
も
興
味
深
く
読
め
る
。
も

ち
ろ
ん
、
今
日
の
ア
ラ
ル
海
問
題
の
前
史
を
知
っ
て
お
く
上
で
も
重
要
な
一
冊
だ
。

③ 

窪
田
順
平
監
修
、
渡
邊
三
津
子
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
環
境
史�

３�

激
動
の
近
現

代
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

　

本
書
は
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
民
族
／
国
家
の
交
錯

と
生
業
変
化
を
軸
と
し
た
環
境
史
の
解
明
：
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
半
乾
燥
域
の
変
遷
」

（
二
〇
〇
七
～
一
一
年
度
）
の
最
終
成
果
で
あ
る
四
巻
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
巻
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
共
著
書
で
あ
る
。
本
書
の
論
考
す
べ
て
が
二
十
世
紀
か
ら
今
日
に
至

る
中
央
ア
ジ
ア
で
の
水
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
し
か
も
、
社
会
人

類
学
、
歴
史
学
、
自
然
地
理
学
、
農
学
、
土
壌
学
、
水
文
学
の
専
門
家
が
本
書
の
執

筆
陣
に
連
ね
て
お
り
、
そ
の
学
際
性
が
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
環
境
史
研
究

は
、
文
理
の
壁
を
超
え
て
異
な
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
研
究
者
と
い
か
に
協
働
し
、
そ

の
内
容
を
い
か
に
咀
嚼
し
て
組
み
込
ん
で
い
く
の
か
が
勝
負
と
な
る
。
そ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
の
一
つ
の
あ
る
べ
き
姿
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

②
で
（
必
ず
し
も
明
示
的
で
は
な
い
が
）
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
央
ア
ジ
ア

の
農
耕
民
・
牧
畜
民
の
い
わ
ば
「
近
代
化
」
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
と
共
に
始
ま
っ

て
い
た
。
本
書
の
拙
稿
（「
社
会
主
義
体
制
下
で
の
開
発
政
策
と
そ
の
理
念
：『
近
代

化
』
の
視
角
か
ら
」）
は
、
そ
の
後
の
時
代
、
社
会
主
義
国
家
ソ
連
の
土
地
制
度
や
農

業
の
変
革
を
つ
う
じ
て
、
国
家
が
自
然
環
境
と
人
間
社
会
双
方
の
把
握
・
統
制
を
目

論
む
上
で
の
理
念
と
実
態
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う

な
「
高
度
近
代
化
主
義
（high m

odernism

）」（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
コ
ッ
ト
）
的
な

政
策
・
事
業
は
決
し
て
ソ
連
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
毛
沢
東

の
中
国
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
含
む
世
界
各
地
で
見
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ソ
連
の
「
社
会
主
義
的
近
代
化
」
は
、「
合
理
性
を
一
貫
し
て
追
及
す

る
と
い
う
『
近
代
化
』
の
あ
り
方
は
共
通
し
て
い
た
が
、『
近
代
化
』
の
手
段
と
そ
の

現
れ
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
」（
六
八
頁
）
と
筆
者
（
で
あ
り
評
者
）
は
ま
と
め

た
。「
行
政
的
＝
指
令
的
シ
ス
テ
ム
」、
計
画
経
済
と
い
う
「
手
段
」
の
違
い
と
、
そ

れ
に
よ
り
国
民
の
経
済
的
な
平
準
化
は
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
逆
説
的

に
ソ
連
経
済
を
蝕
ん
で
い
っ
た
と
い
う
「
現
れ
方
」
の
違
い
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
社
会
主
義
的
近
代
化
と
気
候
と
の
関
連
性
と
気
候
要
因
の
牧
畜
へ
の
影

（
２
）
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テーマ書評

響
に
つ
い
て
ま
と
め
た
小
長
谷
有
紀
に
よ
る
第
一
章
と
拙
稿
（
第
二
章
）
が
総
論
的

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
第
三
章
（
渡
邊
三
津
子
、
清
水
克
之
、
阿
部
健
一
、
中

村
知
子
に
よ
る
各
論
考
）
と
第
四
章
（
舟
川
晋
也
に
よ
る
第
一
節
、
水
文
学
者
の
大

西
健
夫
と
評
者
に
よ
る
第
二
節
）
が
各
論
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
の
各
論
考
は
、

イ
リ
川
流
域
の
環
境
・
社
会
・
生
業
の
変
遷
と
現
状
に
つ
い
て
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
を
踏
ま
え
て
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
場
で
の
生
の
声
に
依
拠
し
た
議

論
に
は
迫
力
が
あ
る
。
第
四
章
第
一
節
を
著
し
た
舟
川
晋
也
は
紛
う
こ
と
な
き
自
然

科
学
者
（
土
壌
学
者
）
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
る
土
壌
と
生
業
に
関
す
る
論
考
は
文
系

の
読
み
手
を
意
識
し
て
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
第
四
章
第
二
節
は
、
中
央

ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
と
灌
漑
農
業
の
問
題
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
文
字
ど
お
り
文
理

融
合
の
共
著
論
文
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
カ
ザ
フ
人
や
ク
ル
グ
ズ
人
の
伝
統
的
な
生
業
で
あ
る
牧
畜
に
対
す
る
目

配
せ
と
い
う
点
で
は
弱
い
。
あ
く
ま
で
灌
漑
や
土
壌
な
ど
定
住
農
耕
に
関
す
る
内
容

が
中
心
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
自
体
が
、
も
と
も
と
遊
牧
民
だ
っ
た
カ
ザ
フ

や
オ
イ
ラ
ー
ト
と
い
っ
た
民
族
が
ソ
連
や
中
国
の
「
社
会
主
義
的
近
代
化
」
に
よ
る

熾
烈
な
生
活
の
変
容
に
晒
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
純

粋
な
遊
牧
民
と
い
う
存
在
は
「
社
会
主
義
的
近
代
化
」
に
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
消

え
て
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

④ 

宇
山
智
彦
、
樋
渡
雅
人
編
著
『
現
代
中
央
ア
ジ
ア
：
政
治
・
経
済
・
社
会
』
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
八
年
。

　

ソ
連
解
体
後
の
中
央
ア
ジ
ア
の
政
治
・
経
済
に
つ
い
て
の
半
教
科
書
・
半
学
術
書
的

な
共
著
書
は
中
央
ア
ジ
ア
五
个
国
の
ソ
連
か
ら
の
独
立
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
版

さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
の
う
ち
最
新
の
も
の
で
あ
り
、
現
代
中
央
ア
ジ
ア
の
政

治
・
経
済
・
社
会
を
知
る
上
で
の
基
本
文
献
だ
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、
教
科
書
的

な
概
説
に
留
ま
ら
な
い
、
学
術
的
な
新
た
な
貢
献
を
各
論
考
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

も
本
書
の
特
色
で
あ
る
。
本
書
は
政
治
編
、
経
済
編
、
社
会
編
の
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
親
族
・
家
族
、
宗
教
実
践
、
教
育
、
労
働
移
民
の
問
題
を
扱
っ
た

社
会
編
が
入
っ
た
の
が
新
し
い
。

　

さ
て
、
本
書
で
は
拙
稿
（
第
四
章
「
環
境
問
題
と
環
境
政
策
：
ソ
連
時
代
の
負
の

遺
産
と
新
た
な
課
題
」）
が
ソ
連
解
体
後
、
つ
ま
り
、
中
央
ア
ジ
ア
五
个
国
の
独
立

後
の
ア
ラ
ル
海
問
題
へ
の
対
策
や
地
域
協
力
の
変
遷
に
つ
い
て
概
括
し
て
い
る
。
樋

渡
雅
人
に
よ
る
マ
ク
ロ
経
済
に
つ
い
て
の
論
考
（
第
五
章
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
ソ
連
時
代
の
綿
花
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
独
立
後
は
小
麦
な
ど
穀
物
栽
培
へ
と
徐
々
に
移
行
し
て
き
た
。
穀

物
で
も
米
は
綿
花
以
上
の
灌
漑
水
量
を
必
要
と
す
る
が
、
小
麦
は
綿
花
よ
り
も
少
な

い
水
で
栽
培
で
き
る
。
ま
た
、
灌
漑
で
の
水
利
用
効
率
の
改
善
も
進
め
ら
れ
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の
投
入
量
も
ソ
連
時
代
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
ア
ラ
ル
海
に
対
す
る
環
境
負
荷
は
か
な
り
減
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ア
ラ
ル
海
は
縮
小
を
続
け
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

今
や
越
境
湖
沼
と
な
っ
た
ア
ラ
ル
海
に
つ
い
て
北
側
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
南
側
の
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ア
ラ
ル
海
流
域
（
そ
れ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
五
个
国
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
さ
ら

に
加
わ
る
）
と
い
う
単
位
で
の
地
域
協
力
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
概
括
し
た
の
が
拙
稿
の
内
容
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
各
国
の
気
候
変
動
問

題
や
グ
リ
ー
ン
経
済
の
導
入
に
関
す
る
独
立
各
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
た
。「
ア
ラ
ル
海
の
将
来
に
つ
い
て
ゴ
ー
ル
は
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
」（
八
六
頁
）

と
い
う
の
が
筆
者
（
で
あ
り
評
者
）
の
見
解
で
あ
る
。
ア
ラ
ル
海
地
域
協
力
の
現
状

は
、
ア
ラ
ル
海
そ
の
も
の
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
流
域
全
体
で
ど

の
よ
う
に
有
限
の
水
資
源
を
統
合
的
か
つ
合
理
的
に
管
理
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
焦
点
が
移
っ
て
い
る
。
次
の
⑤
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
上
流
域
で
の
水
力
発
電

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
、
そ
れ
を
気
候
変
動
問
題
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
ゆ

く
の
か
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
流
域
全
体
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
お
ら

ず
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
本
稿
の
テ
ー
マ
を
「
水
」
と
設
定
し
た
た
め
、
拙
稿
の
内
容
の
紹
介
が

中
心
と
な
っ
た
が
、
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
書
籍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
書
が
中

央
ア
ジ
ア
の
「
今
」
を
知
る
上
で
も
っ
と
も
好
適
な
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
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い
。
中
央
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
学
び
た
い
人
だ
け
で
な
く
、
中
央
ア
ジ
ア
に
旅
行
す
る

上
で
政
治
や
社
会
の
基
礎
知
識
を
知
り
た
い
人
に
も
い
い
本
で
、（
手
前
味
噌
で
は
あ

る
が
）
お
勧
め
す
る
。

⑤ 
テ
ィ
ム
ー
ル
・
ダ
ダ
バ
エ
フ
『
中
央
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
。

　

最
後
に
、
水
を
め
ぐ
る
国
家
間
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
を
含
む
、
中
央
ア
ジ
ア
の

国
際
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
一
冊
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
筆
者
の
テ
ィ
ム
ー
ル
・
ダ
ダ

バ
エ
フ
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
出
身
で
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
大
学
を

卒
業
後
、
日
本
の
立
命
館
大
学
で
修
士
号
・
博
士
号
を
取
得
し
た
人
物
で
あ
る
。
現

在
も
日
本
の
筑
波
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
研

究
者
が
書
い
た
日
本
語
の
著
作
だ
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
は

客
観
的
な
事
実
と
理
論
に
立
脚
し
た
本
格
的
な
学
術
書
な
わ
け
だ
が
、
随
所
に
、
中

央
ア
ジ
ア
、
現
地
出
身
の
研
究
者
だ
か
ら
こ
そ
の
見
解
が
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
。

日
本
と
中
央
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
章
を
割
い
て
お
り
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域

研
究
者
だ
け
で
な
く
、
国
際
関
係
や
日
本
外
交
に
興
味
が
あ
る
人
に
と
っ
て
も
読
ん

で
お
く
べ
き
一
冊
だ
。

　

本
書
全
体
を
通
し
て
筆
者
の
主
張
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
央
ア
ジ
ア

五
个
国
の
協
力
と
地
域
統
合
は
、
地
域
の
安
定
的
な
発
展
や
国
際
的
な
地
位
向
上
に

資
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
連
か
ら
の
独
立
後
、
各
国
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
協
力
・
統
合
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
外
交
の
現
場
で
は
リ

ア
リ
ズ
ム
的
な
考
え
方
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
関
係
の
ア
ク
タ
ー
を
国

家
の
み
に
限
定
し
て
、
地
域
全
体
の
懸
案
事
項
に
対
し
て
も
主
権
と
国
益
を
第
一
に

追
求
す
る
立
場
を
取
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域
協
力
や
対
話
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

は
存
在
す
る
も
の
の
、
域
内
国
家
ど
う
し
が
対
立
す
る
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
対
話
の
不
成
立
が
顕
著
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
水
を
巡
る
問
題

だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

中
央
ア
ジ
ア
五
个
国
は
、
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
二
大
河
川
で
あ
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
川
と

シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
の
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。
ソ
連
が
存
在
し
て
い
た
う
ち
は
、
流
域
水

資
源
の
管
理
を
ソ
連
中
央
が
責
任
を
も
っ
て
執
り
行
っ
て
い
た
が
、
ソ
連
の
解
体
と

共
に
水
管
理
問
題
は
国
際
化
し
た
。
上
流
二
个
国
（
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
）
は
、
水
資
源
は
あ
れ
ど
も
石
油
・
ガ
ス
資
源
が
な
い
。
な
の
で
、
酷
寒
の
冬

場
に
水
力
発
電
を
行
っ
て
水
を
下
流
に
放
出
し
た
い
。
下
流
三
个
国
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
）
は
、
石
油
・
ガ
ス
資
源
は
あ
れ
ど

も
水
管
理
は
上
流
国
任
せ
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
夏
場
の
灌
漑
農

業
に
水
を
使
い
た
い
た
め
、
利
益
が
上
流
国
と
完
全
に
相
反
し
て
い
る
。
ク
ル
グ
ズ

ス
タ
ン
の
一
部
政
治
家
や
官
僚
は
「
水
の
商
品
化
」
を
提
案
し
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は

水
力
発
電
用
の
巨
大
な
ダ
ム
を
一
方
的
に
建
設
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
下
流
国
（
特

に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
は
猛
然
と
反
発
す
る
。
下
流
国
の
間
で
も
水
利
施
設
（
ダ

ム
や
水
路
）
の
建
設
・
運
用
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
あ
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

水
資
源
を
国
家
の
主
権
の
一
部
と
捉
え
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
流
域
水
管
理
に
つ
い

て
地
域
全
体
で
議
論
・
決
定
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ソ
連

時
代
か
ら
の
水
管
理
の
専
門
家
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
り
、
彼
ら
の
紐
帯

が
各
国
を
完
全
に
決
裂
さ
せ
な
い
た
め
の
制
止
弁
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
も
本
書
で
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
後
の
二
〇
一
六
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
大
統
領

が
イ
ス
ラ
ム
・
カ
リ
モ
フ
か
ら
シ
ャ
フ
カ
ト
・
ミ
ル
ジ
ヨ
エ
フ
に
代
わ
っ
た
こ
と
で
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
そ
の
周
辺
国
（
特
に
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
）

と
の
関
係
は
雪
ど
け
を
む
か
え
、
水
管
理
を
め
ぐ
る
上
下
流
国
の
対
立
は
徐
々
に
収

ま
り
つ
つ
あ
る
。
筆
者
は
、「
水
問
題
や
国
境
問
題
が
国
家
主
権
だ
け
で
な
く
地
域
と

い
う
枠
組
み
の
中
で
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」（
一
七
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
流
域
全
体
で
醸
成
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
フ
ォ
ロ
ー

す
べ
き
課
題
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

以
上
、
乾
燥
地
・
半
乾
燥
地
に
位
置
す
る
中
央
ア
ジ
ア
で
の
水
を
め
ぐ
る
問
題
を

扱
っ
て
い
る
五
冊
を
こ
こ
で
は
紹
介
し
た
。
近
世
か
ら
今
日
ま
で
の
中
央
ア
ジ
ア
の
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水
に
つ
い
て
こ
の
五
冊
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
乾
燥
地
・
半
乾
燥

地
で
の
水
と
は
ヒ
ト
の
生
命
に
か
か
わ
っ
て
く
る
根
源
的
な
問
題
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
国
も
社
会
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
や
す
く
、
深
刻
な
政
治
・
経
済
問
題
に
な
り
や

す
い
。
近
年
、
豪
雨
・
洪
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
我
々
だ
か
ら
こ
そ
、
逆
に
水
が
慢

性
的
に
不
足
し
て
い
る
状
態
に
思
い
を
馳
せ
、
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
に
つ
い
て

触
れ
る
こ
と
で
地
球
全
体
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
、
も
し
本
稿
が
そ
う
い
っ

た
こ
と
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
望
外
の
喜
び
だ
。

注（
１
） 

日
本
で
は
「
キ
ル
ギ
ス
」
と
い
う
国
名
・
民
族
名
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
現
地
語
で

の
読
み
方
に
な
ら
い
「
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
」「
ク
ル
グ
ズ
人
」
と
表
記
す
る
。

（
２
） Jam

es C
. Scott, Seeing Like a State: H

ow Certain Schem
es to Im

prove the H
um

an Condition 

H
ave Failed (N

ew
 H

aven: Yale U
niversity Press, 1998), p. 4.
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